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タッチメソッドの第一歩（姿勢）の
　　　指導にTWIを取り入れて
川　口桂子
はじめに
　コンピュータ通信が普及するに連れ、今まで一般にはあまり馴染みのなかっ
た、タッチメソッド＊’の技能が注目されはじめた。本学で約十年、英文タイ
プライティング・英文ワープロを指導してきたが、最も重点を置いていたの
はタッチメソッドという技能の修得であった。
　本稿は、タッチメソッドという技能の学生への指導に於いて、何が習得の
鍵になっているかを検討し、アンケートや写真比較をした結果、「姿勢」こ
そ習得の鍵という結論に達するまでの考察、及び、具体的に指導しにくい
「姿勢」というものを教える為に、TWI（Training　WitLin　Industry）＊2
を取り入れた成果についての報告である。
授業の中で目指すもの
　白鴎大学女子短期大学部で、英文ワープロを教え始めて10年目になるが、
当初は開学当時からの英文タイプライタを使用していた。今から考えると、
笑い話のような話であるが、授業に行く度に瞬間接着剤を持参していた。ブ
ラザー製・オリベッティ製の古いタイプライタの場合、練習毎にどんどんキー
部分が劣化してポロリと落ちてしまい、その交換部品も年々入手が難しくなっ
ていた為、その場で修理をしなくてはならなかったからである。
　OA時代と言われるようになって久しいが、英語科のタイプライティング
の授業に実際にワープロやコンピュータが導入されたのは、7年ほど前から
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である。1年目に英文タイプで授業を受けた学生が、2年目の授業で初めて
コンピュータに向かい、入力して画面に表示された文字を見た瞬間にあげた、
無邪気な歓声を今でも忘れられない。10年前の英文タイプの時代でも、ワー
ドスターというコンピュータソフトを活用している現在でも、私が目指して
いるものは、「正確に速く」打つ「タッチメソッド」の技能を身につけるこ
とである。
　タッチメソッドの習得には、五感をフル活用して、最も効率良く学べると
言われている、「サイトアンドサウンド方式」でも集中して13時間、通常の
ワープロスクールでは、日本文で約20時間、英文で約32時間かかると言われ
ている。現在の講義の形態（1コマ90分、前期に約13回）は、時間に換算す
ると約19時間となるが、使用機器の説明（フロッピーディスクの初期化、印
刷機の取り扱い）や、「一太郎」「ワードスター」の操作方法を含めると、タッ
チメソッドのみに費やせる時間は、6時間程度である。この限られた時間の
中で、如何に効率良く、タッチメソッドを指導するかが、私の課題となって
いる。
rタッチメソッド」とは、知的生産性向上と健康を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約束するものである
　タッチメソッドという技能は、ピアニストがピアノの鍵盤を見ずに演奏が
可能なように、タイプライタやコンピュータのキーボードを見ずに入力がで
きるという技能である。タイプライタが早くから普及した欧米では、必要不
可欠と考えられているこの技法が、日本であまり知られなかったのは、英文
タイプを打つことが限られた人たちの間（貿易事務・英語指導の現場）でし
か行われていなかったからかもしれない。しかしながら、26の文字を覚えれ
ば、全くキーボードを見ずに英文を打つことができるこの技能は、近年国内
でも、コンピュータが普及するに連れ注目され始めた。コンピュータ入門書
の多くには、タッチメソッドができると「仕事処理の効率が良くなる」と紹
介されているが、この技能を習得する最大の理由を、私は「健康の為」と考
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えている。最近、「健康の為」という考え方を、前面に押し出してソフトを
紹介している会社も出始めている。『Keyboard　Master（新開発メソッド）
～思考の速さでキーを打つ～』（開発・発売元プラト）では、タッチメソッド
を「創造的思考の基本作法」と位置づけ、その実務上の効能を次のように紹
介している。
「手書きより速く入力できる、疲れない、つまらない入力のミスがなくなる、
ストレスがなくなる、パソコンが考えるための道具になる→キーボードを見
ることで思考の流れが中断されることがない→知的生産性がU　P！」
更に「V　D　T症候群の予防」としての健康上の効用を説いている。
「V　D　Tとはコンピュータの端末のこと。長くコンピュータで作業すると眼
が乾いたり、焦点がぼやける症状がでるといわれています。コンピュータで
作業する時、目線が原稿、キーボード、モニター画面と激しく移動し、眼が
酷使されるのが原因のひとつ。キーボードを打つとき手元を見ないブライン
ドタッチ＊3は、V　D　T症候群の予防に有効とされています。」
上記のソフト紹介では、「VDT症候群の予防」ということで、タッチメソッ
ドの健康上の利点を眼に限っていたが、私はむしろ首・背中等体の全般に関
わっていると考えている。
　何故なら、タッチメソッドが習得できていない場合、日本語の入力者はた
いてい眼のみならず、首をも「三角形」に動かさざるをえない。つまり、原
稿台の原稿と、入力用モニター画面と、キーボードをしょっちゅう見比べな
ければならないのである。これは大変に疲れる作業である。もしも誰かに、
「30分間20秒おきに首を三角形に移動し続けなさい」と命令されたら、誰も
がそんなことはできないと拒否するであろう。ところが、それと同じような
作業を入力の際に、場合によっては30分間以上も繰り返している人が、沢山
いるのである。ワープロやコンピュータが肩の凝るものだという誤解がある
とするならば、その一因はタッチメソッドの習得ができていない為と言うこ
とができるであろう。
　では、タッチメソッドが習得できた場合、本当に体への負担はかなり減少
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するのだろうか？まず、英文入力の場合であるが、入力する人は原稿の置い
てある原稿台の方向をずっと見続け、たまに画面に入力された文字をチェッ
クする程度なので、首の動きは原稿台と画面が9：1或いは8：2程度の左
右の線（←→）となる。ここで、わざわざ英文の場合と限定したのは、日
本語入力では漢字の入力をする時に、同音異義語が多く、変換をチェックす
る作業が不可欠となり、動きが英文入力時とは少し異なるからである。日本
語入力では、画面の変換を細めにチェックする必要があるので、原稿台と画
面を見る比率は同じくらい（5：5）になる。比率こそ違うが、英文・日本
文のどちらの入力の場合でも、タッチメソッド習得者の首の動きは、あくま
でも左右一線上の動きであり、三角形にはならず、疲れが少ない。単に眼の
為のみでなく、タッチメソッドの習得が、体の疲れ全体に影響することは、
以上の例からも明らかであろう。
図1 タッチメソッドを習得していな　　タッチメソッド修得者の首の動
い場合の首の動き　　　　　　　　き
???
画面 面画
???
キーボード
タッチメソッドの習得に影響を与えるものは何か？
　多くの英語科の科目の中にあって、英文ワープロは就職に直接関係するよ
うな、実践的な実技授業である。このため、なるべく学生が就職の際に有利
なように検定受験のアドバイスをしたり、実践的な内容を取り扱うようにし
てきた。ところが、本人の努力と練習量とは裏腹に、スピードと正確性が一
向に伸びない学生が何人かいる。一方で、練習量はさほど多くなさそうなの
に、的確にタイピングができるようになる学生もいる。その違いは一体どこ
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から生ずるのかが不思議であった。仮に、その違いの原因が判り、指導上に
活かすことができれば、どの学生も確実にタッチメソッドを身につけられる
はずである。何とか、その違いの原因を探ってみたいと、数年前からデータ
を集めはじめた。
　まず、最初に考えたことは、中学校・高校で学んだ情報処理に関する基礎
知識の違いではないだろうかということであった。そこで、学期の最初にア
ンケートを実施し、今までにワープロやコンピュータを使った経験をたずね
た。スピードが劇的に上昇する学生は、高校での経験が役立っているからか
もしれないと考えたからである。実際、約5年ほど前から、県内の殆どの中
学校で情報処理の授業が始まり、情報処理の授業を受けてくる学生がここ数
年どんどん増えてきたからである。アンケートの答えから類推すると、大半
の中学校・高校では「一太郎」で文書処理を、「ロータス」で統計を教えて
いる。同じ内容を再度学ぶのでは、習う方も苦痛であろうと考え、中学校、
高校での情報処理の時間数もアンケートで聞き、実習の内容を検討すること
にした。
　「一太郎」を学んだといっても、習熟の程度は様々である。どの程度使い
こなせるのかを見るために、とりあえず「一太郎」での文字入力方法を、ク
ラス全員に教えた後、全員で10分間入力をしてもらうことにした。ところが、
実際に入力を始めると想像していなかった現象が起こったのである。クラス
の学生のほとんどが、キーボードと画面と入力問題をにらめっこしながら打
ち始めたのである・入力までの操作は実に見事にこなしていた学生でさえ、
不安そうに一行毎にキーボードで手元のキーを確認している。打ち方の姿勢
も、足を組み、キーボードの縁に手を載せている学生が多い。
　最初の授業のアンケートと、「一太郎」での文字入力の実験の結果、情報
処理の授業が十分に行われていた場合でさえも、タッチメソッドを身につけ
ている学生は少数であるということがわかった。しかも、授業を進めていく
うちに、色々なソフトを経験した者が必ずしもタッチメソッドを習得する上
で有利であるとは考えにくく、高校までの知識は操作上では非常に役に立つ
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が、タッチメソッドの習得に関しては、経験者も初心者も殆ど差がないとい
う結論に達したのである。
タッチメソッドの習碍の潔イントは姿勢にあった1
　ところが、ある日学生との雑談の中で、タッチメソッドの習得がスムーズ
な学生の多くが、ピアノの経験者であることが分かった。ワープロスクール
の指導者達に聞いてみたところ、確かにピアノの経験者やピアノの指導者は
入力が正確で、習得も他の人に比べ速いという意見が多かった。そこで、学
生の初めての授業の際の入力風景と、タッチメソッドがほぼ身についた時の
入力の写真を撮り、どこに違いが出ているのか比較を始めた。
写翼頂（初めての授業風景） 写翼2（タッチメソッド習得後の授業風景）
　写真を比較してみると明らかなように、授業の最初の時と、タッチメソッ
ド習得時では、姿勢が全く違う。最初の時には画面を見ようと前傾している
学生の姿勢は、タッチメソッド習得後には、背筋が真っ直ぐ伸び、キーボー一
ドと座っている本人とが、無理のない緩やかな姿で向き合う形へと変化して
いる。更に、腕や手首の位置も最初とタッチメソッド習得時ではかなり異なっ
ていることが分かる。
　そこで更に、長年ワープロ等で文字の入力を仕事にしている人や、ワープ
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ロでの文書作成をしている、いわば入力のエキスパートの入力時の写真を撮
り、速度の向上が思わしくない学生の入力時の写真と、姿勢を比べてみるこ
とにした。明らかな差が出てきたのは、手首の位置である。長時間の入力作
業をしている人、或いは速い速度で入力をしている人が、全て入力時には手
首が落ちていないのに比べ、（写真3参照）入力速度の上がらない学生の手
首は、キーボードのある机の上にもたれかかっていたり、キーボードの縁に
のせたままであったりしていたのである。（写真4参照）
　　写真3（入力が速い人の手首位置）　　　写真4（入力速度が上がらない人の手首位置）
　又、腕の位置についても、入力の速い人は変な緊張がなく安定している
のに対し、速度の伸びない学生の場合には、キーボードとの位置が一定せず、
腕が常に緊張した状態であることが分かった。更に、座り方や座る位置につ
いても、大きな差があった。入力速度の速い人ほど、椅子の高さに神経を払
い、常に椅子の前方に腰をかけ、しっかり地面に足をつけて背筋を伸ばして
いる。これに対し、入力速度の遅い学生は、椅子の高さには無頓着・無関心
で、座る時には深々と椅子に腰を下ろし、OAチェアの背面に背中をつけ猫
背な姿勢となり、腕の位置が不安定になっている。足の位置についても、足
を組む癖のある人が多く、深く腰をかけて足が床についていない場合が多かった。
　入力のエキスパートの人たちの姿勢を横から写真に撮り気がついたことは
（写真5参照）、ピアノをひく時のピアニスト達の姿勢と似ているということ
である。そこで、ピアノの指導者がピアノの初心者に「姿勢」を教える時、
どのような点に注意を払うのかを聞いてみることにした。以下がそのポイン
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トである。
　・ピアノの鍵盤と腕（手の甲からひじまで）の高さが大体同じになるよう
　　に椅子を調整する。
　・背筋を伸ばし、肩や腕の力をぬいて、リラックスするようにピアノに向
　　かう。
　・椅子は半分より前に腰掛け、足は組まずに、いつでもそのまま立ちあが
　　れるような姿勢に、足の位置は開いておく。（どちらかの足が前になる）
　・手の囎ま懇が腕の一部廼あると感じる。
　そ＆廼、これらの淫意事項を忠実に守った上廼演奏をして》・る姿を横から
写真欝撮らせ鷲頂いた。（写真6参照）結果は、辮愚議な懸と1入力の工葬ス
ノ膳ト達の姿と酷似じて恥る。勿論、ピアノの鍵盤とパ潔灘ンなどの罪一一撰一一
ド癒は配列も．傾斜も異なる。じかし、初心者にとっ饗入力の時に最も淫薫
す媛き、醸は．蕪一ボードと向き合う位置と驚一求一硲への手の置き秀艶あり、
ぞれは、Fピアノを弾く姿勢」をイメー一ジすれば良いという護とになる。
写嚢5（入力速度の速い人の入力姿勢） 写真6（ピアノの指導者の演奏姿勢）
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具体的にどのような姿勢がタッチメソッドの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習得を助けるのか？
　タッチメソットの習得にあたり、非常に大切な姿勢について、多くの指導
書ではどのように紹介・解説しているのであろうか？日本語文書処理検定の
入門書は、実質ワープロの入門書をかねている場合が多いが、二十冊以上の
教則本を検討した結果、入力時の姿勢について言及している本は、わずか二
冊であることが分かった。（図2）そのうちの一冊の著者は、古くからの英
文タイプの指導者であったので、英文タイプではどのように姿勢について言
及しているのかも、あわせて調べてみることにした。（図3）
4．書翻鰭めよう ＜串一ポードを打つ前に〉
＝←一肋備陰麟翫駒施碑署・鰯魏し、籾鶉遡畑だ．龍鴛尉ン瞳幽甜、雛賦励
5ず’1こ圏2の纏露ポリシ目ン蜜箆1⊃1ナて散しし㌔
⑳串一飛一騨⑳位置
できるだけゆったヒ】した机の上で作鰹したい。
キー㎡一ド僻鮒・鞘・泌いは鵬1ナ駅5も吻スペース．驚τ柳施馳ン発醜したい．
｛キー躍一ドを拠の≠前だりぎりに鷹くと盛時閥の入力の際に．暦や臆跡翻くなる．〕
　　・1
’一へ円レま鋤く囲んだもの
　　　この本では、手首を下げると
　　　楽だという記述さえある。
屡馨酌7か58㎝は翻け蜀．
聡曜1題“¶雌審レい
図2（姿勢に関する記述が極めて簡単なワープロの教本の例）
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蕉しい姿勢
　　　iE確．で速いタイピングは、IEしい姿勢から生まれます。王しい姿勢とは、めキイ
　　　補一の位罎に、体の中心を含わせて座る、2〉イスに深く掛ける、3）片方の足癒少し
　　　引いて、体誉安定させる、4）体から力を鍍いて1リラックスする、5〉背筋慶僻1ぱす、
　　　6〉体憂正面に向け、頭だけ癒右に尚けてテキスト癒見る、7〉爾ひじが体に軽ぐ触
　　　れるように構える、8）体とタイヅライターの間は驚～20c恥あける。
3．悪い姿勢
　　　　姿勢が悪くなると、ヱラーが多くなったり、疲れやすくなり籔す。悪い姿勢とは、
　　　　亘）建壱絹んでいる、2〉体が左ま1たは窃へ寄っている、3〉背申が乱くなって於る、
　　　　4）テギスト癒昆るため、上串身が斜めに傾いている、5〉両ひじが体から灘いてい
　　　　　る、6）体とタイヅライターの間が付いていたり、籔く離れている。
、rEしい姿勢 悪い姿勢
爪を短く
　　　爪が伸びていると、爪がキイにあたり、正しい打ち方がで懸ません。爪は指先と
　　　瞬し長さ議で短く切らなければなりません。
正しい構え 悪い構え
図3（丁寧な解説の載っている英文タイプの教本の例）
　昭和妬年初版の教則本からごく最近の教則本まで、入手できる限りのタイ
プの教則本を検討した結果、例外なくどの教則本にも、その最初の段階で、
最も重要な基礎事項として「姿勢」が言及されていることが分かった。姿勢
に関する記述の少ないワープロ・パソコンの教則本に比べ、英文タイプの教
則本の全てが姿勢に関して説明している理由は、手動タイプのようにキーが
重い場合、誤った姿勢では腱鞘炎などの障害を引き起こすと考えられるから
一一48一
タッチメソッドの第一歩（姿勢）の指導
であろう。昭和46年頃に英文タイプを学ぶ人は、高校生以上のむしろ成人体
型の人であったと思われる。一方、現在パソコン・ワープロを学び始める年
齢はどんどん下がり、小学校の授業にパソコンを導入する学校さえ出現して
いる。成長期の児童・生徒にとり、視力などの面でも健康上大きく関わって
くるであろう姿勢を、現在の学校では一体どのように指導しているのだろう
か？
　さて、5年ほど前から県内の大半の中学校で情報処理の授業が開始された
ことは先に言及したが、短大生の初めての授業の時の姿勢を見ても、「的確
な姿勢」を配慮した指導が行われていたとは残念ながら考えにくい。
情報処理を初めて学ぶ中学生は、
　　　　　　　何処に重点を置いて指導されるのだろうか？
　そこで、情報処理の授業ではどのような点に重点が置かれるのかを中学校
の技術の先生に伺うことにした。もちろん指導法については細かな点で、学
校差があるが、時間配分や教科書については、かなり類似する部分があるは
ずである。中学校の技術の教科書は、現在国内では開隆堂と東京書籍の2社
のみが扱っているという。技術の時間は、木材加工・食物・電気・情報処理
で構成されており、情報処理は一年間20時問が割り当てられているという。
技術の教科書の情報処理の目次は、次のとおりである。
1．生活とコンピュータ
2．ソフトウェアのはたらき
3．ソフトウェアの活用
4．情報とコンピュータのしくみ
5．コンピュータと情報社会
　これらの目次からも明らかなように、中学校の技術の授業では、コンピュー
タを生活に取り入れたときの生活の変化を中心に授業は展開されるので、教
科書の中でも、姿勢について言及されている部分は極めて少なく、注意点も
抽象的である。（図4参照）教科書で文字で表されている姿勢に関する記述
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は僅かに、以下の三点である。
・画面の上端は、目よりやや下に。
・いすに深く、腰をかけ、楽な姿勢で。
・画面には目を近づけすぎない。
　タッチメソッドの習得にかかる時間
は、最も効率よく視覚・聴覚を使って
行うサイトアンドサウンド方式でも13
時間と言われている。現状の20時間と
いう、中学校の技術の授業の枠の中で
は、仮に担当の先生自身が、タッチメ
ソッドの習得の必要性を感じても、カ
リキュラム全体を考えるとタッチメソッ
ドの指導を断念せざるを得ない事は、
容易に理解できる。
　ところで、OAの先進地のアメリカ
では、さぞ早くからタッチメソッドの
指導が始まるのだろうと考え、何人か
のアメリカ人に尋ねたことがある。意
外にも、タッチメソッドの学習は中学
校の時という答えが大半であった。そ
の代わり、中学校で学んだ後、高校で
のリサーチペーパーは、全てタイプア
ウトすることになっているという。更
●コンピュータを操作するとき
の姿勢
　目や腕の疲労などを防ぐため
に，コンピュータを操作すると
きには，姿勢などに注意しなけ
ればならない。
●画面の上端は，
　目よりやや下に、　　？　　　　∠！
●いすに深く
腰をかけ，
楽な姿勢で。 o
●画面に目を近づけすぎない。
●作業は長時間連続に行わず，
　ときどき休むようにする．
図4（中学校の「技術」の教科書に載っ
　　ている、姿勢に関する説明と図）
に、今回中学校の技術の先生に伺って驚いたことは、折角中学校で情報処理
の授業を行うにも関わらず、進学高校の多くは情報処理の授業を行っていな
いということであった。まさかと思い、幾つかの進学高校に通っている学生
にも聞いてみたが、同好会はあっても、情報処理の授業はないという。彼ら
がもしも、大学で情報処理の授業を選択せず、情報処理に関する独学をしな
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いとすれば、彼らにとって唯一の情報処理に関する知識は、中学校時代のも
のということになってしまうのである。世をあげて、インターネット・コン
ピュータ通信時代と言われている一方で、情報処理の授業を受けた若い世代
にさえ沢山のキーボードアレルギーの人々がいるのは、基礎を十分に学ぶこ
とができない時間配分の結果なのかもしれない。成長期の児童・生徒の健康
の為にも、キーボード時代に対応できる程度のタッチメソッドの技能の習得
ができる日が来ることを、祈らずにはおられない。
具体的にどのように、姿勢の指導をするか？
　姿勢が大事なことは十二分に分かったものの、それを指導の際に学生に分
かりやすく伝え、徹底することは至難の技である。何故なら、若い頃多くの
人がそうであるように、健康よりも美容を重視する学生が少なくないからで
ある。タッチメソッドを習得する際には、指先に全神経を集中する必要があ
るので、爪は短い方が良い。タイプライティングの教則本では、爪を短くす
るべしというような記述はあるが、ワープロ・パソコンの教則本で爪を切る
ように指導している本は皆無である。ワープロやパソコンでは、爪が多少長
くてもキーは軽いので打てる。しかし、タッチメソッド習得時に最も大事な
ガイドキー＊4からの角度を認識することはできなくなってしまう。授業では、
タッチメソッドを習得するまでは、美容上のみの理由であるならば爪を短く
切っておくように指導している。ピアノの演奏であれば、長い爪では無理で
あることは明白であるのに、パソコンの入力ならば長い爪でも平気と考える
学生には、図を使って説明することにしている。（図5参照）
丸い手の形では指先で
キーにふれるので角度
を感じとれる
平たい手の形（長い爪）
では指の腹でキーにさ
わる為角度の差を感じ
とりにくい
図5（手の形とキーボードとの接し方）
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　図を見ると明らかのように、爪が長いと指がキーの上で滑ってしまう為、
手を平たくして打つ癖がついてしまう。平たい手の形は、まるでオクラの実
が成るような形で、骨張った形となり丸みがない。この場合、キーの配列の
「左上から右下への流れ」を意識することもできず、指の角度・伸ばし具合
に意識を集中することも難しい。
　丸みのある形をとれば、上下のキーの角度を意識することも容易になる。
又、手首を疲れさせず腱鞘炎を起こさない為には、手の形を力に一番強いアー
チの形にすれば良い。＊5手の形については、ピアニストがピアノを弾く時の
手の形をイメージすれば良く、目に見える具体的な形で説明を繰り返すこと
により理解してもらえる。しかし、姿勢全般を自分で納得して覚えてもらう
為には、一つ一つの細かな注意点を、漏らさず具体的に伝える必要がある。
そこで、技能の指導に役立つと言われているTWIを使って、学生に指導し
てみることにした。
TWIとは？
何故、TW　Iを指導法として有効と考えたのか？
　TWIのパンフレットを初めて目にしたとき、訓練の基本理念「人間性の
尊重」「科学的接近」と、その特徴の一つ「知識より技能、すなわち知るとい
うことよりできるということを重視していること」「訓練方法が標準化され、
定型化されている」ということに強く惹かれた。何故なら、私が一番学生に
伝えたいタッチメソッドとは、理論ではなく技術であり、具体的に技術を効
率よく教えるTWIの手法が使えるのではないかと、感じたからである。
　しかし、栃木県内では企業研修以外の一般向けも研修は実施されておらず、
色々と照会した結果、やっと渋谷の日本産業訓練協会の講習に申し込み、研
修に参加する事ができた。昨年の6月のことである。受講生は私を含め10名。
企業以外からの参加者は私のみであった。
　TW　Iの訓練の研修を受けて、その実習から痛感したことは、作業を教え
る場合には「言う」だけでも「やって見せる」だけでも不十分であり、「言っ
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て聞かせ、やって見せる」ことが重要だということである。更に、作業には
仕事を進めるためのr主なステップ」と仕事の成否・安全・勘（Feeling）、
こつ（Knack）＊6のr急所」とがあり、教える際にはその両方がきちんと伝
わらねばならない。教える側は常に、r教え方の4段階一準備・提示・実施・
検討」（図6参照）に従って作業を教えると、効率が良いということも分かっ
た。
　　　　　　（J正資料1）
一仕事の教え方一
　用意の仕方
教える前に
訓練予定表を作る
だれを・喩………・・
　どの作業に・………
いつまでに・一一…・
作業を分解する
主なステップを列記する
急所を取り出す
　　　　　（安全は常に急所〉
すべてのものを用意する
正しい設備，道具，材料その他必要
　なもの
作業場を整備する
作業員が常に守ることになっている
　ようにきちんと
労働省職業能力開発局
　　　　　　（不許襖製〉
　一教え方の4段階一
第1段階一習う準備をさせる
気楽にさせる
阿の作業をやるかを話す
その作業について知っている礫度を確かめる
作業を覚えたい気持ちにさせる
皇Eしい位：置にっかせる
第2段階一作業を説明する
　1なステノプを一つボっ言って聞かせ．
　　　　やって兄せ，かいて兄せる
急所をll童論Hる
はっきりと，ぬかりなく，恨気よく
∫聖角翠す層る霧旨ノ」｝又klこしし、ない
第3段階一やらせてみる
やらせてみて一間違いを直す
やらせながら，作…業を説明させる
　もう一度やらせながら，急所を言わせる
わかったとわかるまで確かめる
第4段階一教えたあとをみる
　仕事につかせる
　わからぬときに聞く人を決めておく
　たびたび調ぺる
　質悶するようにしむける
　だんだん指導を減らしていく
相手が覚えていないのは自分が教えなかった
のだ
図6（TWIの教え方のカードより）
　研修はTW　Iの説明の他はほとんどが実習と討議によるもので、全ての受
講生がペアとなり、自分の伝えたい作業の作業分解シートを作成し、指導者
側と習う側の両方を体験するというものであった。実習の順番以外の受講生
も、傍観者で居る事は許されず、毎回異なる作業内容の指導方法について、
分析をし続け、どの部分を改良すべきかを討議した。
　私は自分の実習で、「タッチメソッドの第一歩である姿勢と打ち方」につ
いて取り上げることにした。以下の作業分解シートは、その時のものである。
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（図7参照）
N・＿＿些．． （JI資科3）
作業分解シート
．豊．い．……．蒸．…一靴．控ムカ漁．だ症翫a．赫翌。ゑ免盈メz惚多壷ク
部　　　品　　　　＿∠、！．ソ．2．．と＿．．誕A乏＿
鴨篁懸塑＿．．蛋．．」麦．．豊．、＿舶．5王ス上，
　．．．．五ま．二巫二二．ヒ：2。．．．い．．＿＿＿．．
．．．．鷺．麺風差．＿鞘…．．＿＿…．．．．．．＿．．
主なステッブ
仕事を進めるための　…駐な作業手順
．．∠＝．ユ＿．すね．ゑ．．．
　　　急　　　所
ステソプについて次にあげるもの
（11仕事をでき上がらせるか、だめにするかを左
右するもの一成否
⑫）危険一作業員がけがするおそれのあること
一安全
（3）仕事をやりやすくするもの一勘、こつ等
．4ζ，λ、．．悪舷．ヒ妻函瞼盈三蚤《＿．．
説…煮2墜鞠．垂．．王る．．．
．．の．＿豊盈辺．竺．ゑ＿．，．＿。．．．．
．．玄2．．．．．髪絶、撰孟．豊．確認ゴ杢．。．．．．
．．孟．λ．．ま二左．紅2．．謬翌壷．す至＿＿．＿
＿z．之．．廉隊ほ．だ孟ヒ主二ξ打．』2．、．．＿
屡餐．乏垂侭孟庭葱鴬’て）
．、ゴ漁．揃丘訊．．．血塵蚤窟五磁φ怖（、
…岳．菰勲．娩励三，．．膿if吻吻灯．
一く撫2麺撚λ士磁魚＆鰯r赫褒て。
．宏地1ら．按壬働癒れ壼．農α乏グら．
．．．旦云1煎1匂≦．乱．ま勧．磁．匹．気、乏ガてσ
　8フのガ挫千一κ拓勘《∫で．
．．瀦二Z撫接捲燦蚤で孔．ll舷宝で腋う備ても
（不許複製） 労働省職業能力開発局
図7（作業分解シート）
　一見伝達しにくいと思われる「姿勢」というものを、なるべく具体的な言
葉で表現し、どこがステップ（動詞形であらわされる）で、どこが急所（形
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容詞形・副詞形であらわされる）なのかを、細かく検討し、作業分解シート
を作成した。研修では、私が短大で行っている不断の授業とは異なり、習う
側が一つ一つステップや急所を「言いながら」作業を進める。この「言いな
がら」ということは、学ぶ側が急所を急所として頭に整理し、記憶している
かを確かめる為のものである。たとえ動作として急所を正しく実行できてい
ても、学ぶ側が急所として意識してやっているのか否かは、外見だけでは識
別ができない。急所を復唱しながら作業を進める事によって、教える側は習
う側の理解の程度が確認できるのである。このため、急所を表現する言葉は
復唱しやすいように、短く的確にすることが必要となる。実習の結果、打つ
形や手の置き方はスムーズに伝わったが、「正しい位置につかせる」＊7とい
うことが、意外にも大切である事が分かった。
　TW　Iの研修後、授業では習う側を「正しい位置につかせて」姿勢を重点
に指導することにした。1対1であれば、相手を見やすく、勘違いの少ない
場所に座らせることは簡単である。しかし、1対40の時、40人の一人一人を
正しい位置につける事は不可能であるので、逆に指導者である私が、習う側
の学生にとって一番私の「姿勢」を見やすい位置に立ち、指導することが必
要となる。そこで、一列ごとに学生を呼んで、実際に座りかた（椅子の高さ
と椅子への座りかた、手のキーボードヘの置き方・角度）を見せた。その後
の、「椅子の高さを自分に合ったものに調整しよう！」という私の呼びかけ
に、ほとんどの学生がグリースまみれになりながら椅子の高さ調整をした。
その結果、入力の姿勢は格段に良くなった。学ぶものを「正しい位置につか
せる」（実際は、私が教える側として正しい位置に立つ）ことの大切さを認識
させられた。
TWIの導入によって、
　　　　　　　　　　授業のどのような点が改良されたか？
　TW　Iの仕事の教え方の第一段階は、「習う準備をさせる」である。準備
の善し悪しが、事の成否の半分、或いは80％を左右すると考え、教える場の
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主役の習う側に、習う準備をさせることが重要と考えているのである。「習
う準備」を具体的に挙げると以下のようなものである。
（1）気楽にさせる
（2）何の作業をするかを話す
（3）その作業について知っている程度を確かめる
（4）作業を覚えたい気持ちにさせる
（5）正しい位置につかせる
　そこで、最初の授業からこの「習う準備」に従って、授業を意識的に進め
てみることにした。雑談（1）の後で、コンピュータが使えるとどのような点が
便利かを話し（2）、アンケートで今までの情報処理の知識を尋ね（3）、タッチメ
ソッドを習得した場合の健康への効果を伝えた（4）。（5）の内容については、直
前に触れた通りである。ところで、多くの学生はタッチメソッドの良さは認
めてくれたが、中には自分はそんなに速く打てる必要はないと尻込みする学
生も出てきた。
　なるほど、すべての学生がワープロ・パソコンの入力の仕事につくのであ
れば、なるべく速く正確に打てることが必要となるであろう。が、殆どの学
生にとって実際に必要なのは、「鉛筆でメモを取れる速度で入力ができる」
ことではないだろうか？論文提出の際、ワープロやパソコンを使うと編集が
楽だと思いつつも、入力が遅いと思考の中断となる為ワープロやパソコンで
の入力を諦めてしまう人は、少なくないようである。機関銃のように速くキー
を打てなくても、鉛筆でメモを取るのと同じ程度に入力ができたら、便利で
はないだろうかと尋ねてみた。ほとんどの学生が頷いた。
　そこで、授業で書くスピードを測ることにした。測定方法は、極めて単純。
日本文と英文を10分間ずつ、なるべく速いスピード（走り書き程度で、後で
自分で読める程度の文字）で書いてもらう。10分後、書けた文字数を数え、
1分あたりどの位の文字が書けるかを計算するのである。これによって、自
分が目指すべきスピードが出てくる。思考の流れを中断しない入力速度は、
他と比較する必要はないのである。書く速度が違うように、各々個人差があ
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るのである。更に、手書きのスピード測定に使ったものと同じ問題でパソコ
ンで入力をする。両方の測定を行うことによって、学生は現在のパソコンで
の入力スピードと、将来の自分の入力目標値を具体的に知ることになるので
ある。
　こうして、初めての授業で、タッチメソッドという技能を習う準備を丁寧
にし、学生が学ぶ「主役」である事を強調し、その後の授業では、その日に
教える予定を明確に伝える努力をし、各自の自習時のポイントを説明した。
研修の折、作業分解シートは「指導者の頭の整理に重要なのだ」とTW　Iの
先生より教えられたが、授業の展開を考えたり、教え方の蹟きを反省する時
に大変役立っている。
結びに変えて
　「教え方の4段階」のカードの下には、大変厳しい言葉が添えてある。
「相手が覚えていないのは自分が教えなかったのだ」というものである。教
える事に慣れてしまうと、うっかり学ぶ側が主役である事を忘れてしまう。
　TW　Iを授業に導入して最も良かったと思う事は、授業の主役はタッチメ
ソッドを教える指導者ではなく、学ぶ学生であるということを再確認したこ
とである。学ぶ主役である学生が、如何に効率よく、楽しく技能を習得でき
るかを常に検討し、自分の授業を見直す努力をする指導者になりたいと感じ
ている。
　最後に、今回の研究ノートの作成にあたり、写真を撮る事に快諾してくだ
さった、ワープロ指導者の福井敬子先生、ピアノ指導者の飯山伊理子先生、
中学校の「技術」の現状について説明してくださった猪野雅彦先生、TWIの
解釈の確認に際し、快くアドバイスをしてくださった、日本産業訓練協会の
溝口卓男先生、及び積極的に協力をしてくれた英文ワープロの受講生に、心
から感謝の意を表したい。
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注
＊1
タッチメソッド（Touch　Method）という技能について、萩野氏はその著書
「Typing　for　Students」の中で、以下のように説明している。
1）8本の指の担当するキーが決まっている。
2）8本の指を必ずガイドキーに置いておく。
3）上段と下段のキーは、担当の指だけを伸ばし打ち、打ち終わればすぐガ
イドキーに戻す。
4）原稿を見ると同時に、担当の指でその文字のキーを打つ。
5）原稿を見てからキーを一回打ち終わる時間が、0．2～0．3秒になるまで練
習する。
＊2
TW　I（Training　Within　Industry）とは、その前身とも言うべき3段階の
指導方式は、18世紀頃ドイツ人の哲学者・教育学者により、議論されたもの
であるという。その後アメリカに渡り、アメリカの実用主義哲学（プラグマ
ティズム〉の専門家達により、4段階指導方式の原型ができたとされている。
　TWI訓練方式はアメリカに於いて、第一次大戦中に大いに発達した。第
一次大戦中、ドイッからのレンズの輸入が途絶えたアメリカは何とかしてレ
ンズ磨きの技能を効率よく習得・伝達する方法がないか苦慮した結果、TW
Iによる、技能の伝達方法を発見した。これにより、ドイッの職人芸的な技
能までもが、HowToとして、誰にでも同じように伝達されることが可能に
なったのである。
　更に、第二次大戦（1939～1945年）中にアメリカの技術者・監督者・心理
学者や戦時動員局の手により開発・普及・完成され、今日の形に仕上げられ
たと言ってよいようだ。第二次大戦中にこの方式は欧州各国、インド等の諸
国にも大いに普及した。
　我が国に於いては、第二次世界大戦後（昭和25年）、我が国の産業復興の
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為の技能訓練方式として導入され、今日まで生産部門やサービス部門の他、
あらゆる業種の職場において活用され実績をあげている。
＊3
ここで紹介されている、「ブラインドタッチ」とは、「タッチメソッド」と同
じものである。「タッチメソッド」という言葉は、最近使われるようになっ
た言葉で、以前はどこでも「ブラインドタッチ」という言葉が使われていた
が、近年ブラインドタッチの「ブラインド」（盲目の）は差別用語だという
意見が出され、「タッチメソッド」又は「タッチタイピング」という言葉が
使われるようになったという、経緯がある。
＊4
ガイドキーとは、上記のタッチメソッドの説明の折、8本の指が常に置かれ
ている場所を意味する。（左手小指がA、左手薬指がS、左手中指がD、左手人
差し指がF、右手の人差し指がJ、右手の中指がK、右手の薬指がL、右手の小
指が1を担当する）（図8参照）
●キーを見ながら入力していませんか？
　アルファベント26字の位置を覚えましょう。各指が担当するキーで覚えます。
　　　轟無雛胤
　　　　図　　　　　　　　　　　　　図
　　　　　　　　分担なし〔巫
左手 右手
色がついているキーがホームボジションです。
團　四函…　一・
／國
図8（各指の分担）
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＊5
イメージトレーニングで、生卵を握った時の自分の手を想像させる。きつく
握れば、生卵はキーボード上でつぶれ、キーボードは卵の黄身と白身でべた
べたになってしまう。ゆるく握れば、生卵は手から落ちてしまう。
＊6
言葉の上で、勘とこつというのは、混同されやすいが、TW　Iでは全く異なっ
たものとして、両者を区別している。Knachと訳されている「こつ」は動作
を伴うもので、細かく作業分解できるものである。このため、TW　Iでは勘
（Feeling）よりも、こつ（Knack）の方が、より教えやすいものとされてい
る。
＊7
「正しい位置につかせる」とは、TW　Iの「教え方の4段階」の「第1段階一
習う準備をさせる」の5番目に出てくるものである。TWI活用の手引きの
『仕事の教え方』の説明によれば、「習う人が見落としのない、見やすい、危
険のない、勘違いのない、周囲の人の迷惑にならないなどの条件を満たす位
置」で、「指導者が指導しやすい位置を考慮して正しい位置を選定し、そこ
につかせることが必要」となる。
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